
Ⅰ 問題と目的

近年，ICT（Information and Communication Technol-
ogy）の活用は急速に広がりをみせ，さまざまな面で人々
の生活を大きく変化させている。特に，２０２０年の新型コ
ロナウイルスの世界的感染拡大のなか，在宅勤務や遠隔
授業配信等において，これら情報通信技術の需要はさら
に明らかになった。インターネットの普及率は，最近の
１０年間で大きく進展し，２０１８年度時点で，韓国９６．０２％，
オランダとイギリスが９４％強，日本は９１．２８％である。
また，国内の普及率を年代別にみると，１０代から４０代は
９７％前後で５０代も９３．０％と非常に高い（図１）。元々イ
ンターネットの原型は，１９６９年に米国防総省の高等研究
計画局（ARPA）が導入したARPANETと言われ，米
国内の４カ所（カリフォルニア大学ロサンゼルス校，ス
タンフォード研究所，カリフォルニア大学サンタバーバ
ラ校，ユタ大学）に分散したコンピューター同士をつな
いで開通し，その後徐々に規模を拡大して，現在のイン
ターネット回線となったといわれる（ASCII．jp デジタ
ル用語辞典）。
コロナ禍における緊急事態宣言下，教育界においては
各学校が２０２０年３～６月に休校措置を採ったなかで，小
学・中学校・高等学校の ICT環境整備状況は脆弱であ
り，地域格差が大きいことが露呈した。文部科学省によ
れば，２０２０年４月時点で，公立小・中・高等学校及び特
別支援学校で，同時双方向型のオンライン指導を通じた
家庭学習を実施したのは，全回答数１，２１３校の内６０校
（４．９５％）であり，一斉電子メールによる連絡（各学
校・学年の全児童・生徒・家庭への連絡）は９９４校（約
８１．９５％）であった。また，テレビ放送を活用した家庭
学習が２８８校（２３．７４％），教育委員会が独自に作成した

授業動画を活用した家庭学習が１１８校（９．７３％）であり，
連絡手段として電子メールは普及しているが，オンライ
ンによる同時双方向性の授業を展開した学校はごく僅か
であったことが明らかになった（文部科学省「新型コロ
ナウイルス感染症対策のための学校の臨時休業に関連し
た公立学校における学習指導等の取組状況について」
２０２０年４月１６日）。
それに比して高等教育機関は，同省の調べによると

２０２０年５月１３日時点で，国公私立大学および高等専門学
校１，０４６校（調査対象１，０７０校）の内，７０８校（６６．２％）
が遠隔授業を実施しており，検討中が３０．５％であった（文
部科学省「新型コロナウイルス感染症対策に関する大学
等の対応状況について」）。遠隔授業の形式は，オンデマ
ンド型（インターネット配信方式等）や同時双方向型（テ
レビ会議方式等），資料配信等に代表される。このよう
に，高等教育機関が２０２０年度の早い時期から遠隔授業を
展開できた背景には，次のような流れがある。
高等教育機関は，大学設置基準（昭和３１年文部省令第

２８号）の第２５条において，「授業を，多様なメディアを
高度に利用して，当該授業を行う教室等以外の場所で履
修させることができる」と規定されており，平成１３年文
部科学省例告示第５１号によって「メディア授業告示」が
なされた。また，「学校教育法施行規則等の一部を改正
する省令の施行等について」（平成１１年３月３１日通知）
では，卒業必要単位中（約１２４単位）６０単位までは遠隔
授業により修得することが可能である旨が明記されてい
る。したがって，コロナ禍以前からオンデマンド型授業
等を展開する大学が増えていた。このような流れのもと、
このコロナ禍においては，各大学教員がクラウド型学習
システムやテレビ会議システムを利用して遠隔授業を展
開し，また，各種研修会や講習，学術会議等もオンライ
ンで盛んに開催されている。
一方，小学校・中学校・高等学校においては，文部科こども教育宝仙大学 教授
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図１ 日本における年齢別インターネット利用率（％）
総務省情報通信統計データベースより
石川一部改変（２０１９）

学省は，学校における ICTの進展を促進すべく，令和
元年に「GIGAスクール構想の実現」を提唱した。本構
想は，「１人１台端末と，高速大容量の通信ネットワー
クを一体的に整備することで，特別な支援を必要とする
子供を含め，多様な子供たちを誰一人取り残すことなく，
公正に個別最適化され，資質・能力が一層確実に育成で
きる教育環境を実現する」，「これまでの我が国の教育実
践と最先端のベストミックスを図ることにより，教師・
児童・生徒の力を最大限に引き出す」というものである。
ICTの進展は，まさに時代の要請といえる。
ところで、インターネットは，われわれの対人世界の
あり方を大きく変え，時間や空間を超えて，人とのやり
とりが可能になってきた（谷田ら，２０１３）ことは、今や
人々の共通認識といえる。田村（２００２）によれば，心理
臨床の領域においても，インターネットは面接や相談の
あり方に影響をもたらしている。対面相談が一般的とさ
れてきた心理臨床面接や教育相談のなかに，昨今はオン
ラインカウンセリングが導入されるようになった。オン
ラインカウンセリングの主なものとしては，電話相談，
メールカウンセリング，チャットカウンセリング，ビデ
オ通話によるものなどさまざまな形態がある。しかしな
がら，オンラインカウンセリングに関しては，情報セキュ
リティの問題を含み倫理的配慮の課題がしばしば指摘さ
れ，その安全性や機密性を高い精度で確保するにはどう
すればいいか，また，活用のための知識とスキルアップ
が常に求められる。本論では，代表的なオンラインカウ
ンセリングの特性や現状を明らかにし，今後の心理支援
活動や相談活動における課題と可能性について考察する
ことを目的とする。

Ⅱ さまざまなオンラインカウンセリング

１ 電子メールを用いたカウンセリング
オンラインカウンセリングのなかでも，電話相談の次
に多く利用されているのは，電子メールによるカウンセ

リング（以下，メールカウンセリングとする）といえる。
松田・岡本（２００８）は，「メールは手紙と同じく，文字
と文字のやりとりであり，リアルタイムでのコミュニ
ケーションではなく，送受信ともに個人に任された，一
方向のコミュニケーションである。複数の人数に送るこ
とも出来るが，受け手を特定するという点においても，
基本的には１対１のコミュニケーションツールと言え
る」と指摘する。徳田（１９９８）は，今から２０年以上前に
大学内複数のキャンパス間をテレビ電話で結んで相談す
るという，その当時としては先駆的な取り組みを実践し
報告をしている。また，小坂（２００２）によれば，日米と
もにコンピューターネットワークを利用した相談活動
は，１９９０年代半ばごろパソコン通信を用いて始まり，そ
の後インターネットの普及とともにメールカウンセリン
グに移行した。はじめは試行的な意味合いが強く，また，
対面によるカウンセリングの補助として行われることが
多かった。しかしながら，その後メールのみによる相談
活動が広まることで，メールカウンセリングは独自の相
談方式として心理臨床活動の中に一定の位置を占めるよ
うになった（田村，２００３）。京都大学カウンセリングセ
ンターでは，２０００年４月に電子メール窓口を開設してい
る（中川，２００２）。福島（２０１０）は，メールカウンセリ
ングは，カウンセリングの全工程をメールのやり取りの
みで行うもの，対面相談の補助的手段としてメールカウ
ンセリングを併用する形態，さらにメールから対面カウ
ンセリングへ移行する形態，の３つに大別されるとして
いる。
さらに徳田（２０１１）は，メールカウンセリングのメリッ
トとして，時間的制約の小ささ，空間的制約の小ささ，
人間関係的制約の小ささを挙げ，都合の良い時にメール
を書き送信することができる点や，相談機関に出かける
必要がない，匿名で相談できるため面と向かっては言い
にくい相談をしやすい点（換言すれば，相談の敷居が低
い）を指摘している。その上で，メールカウンセリング
は文字言語のみのコミュニケーションであることから，
①非言語的情報が完全に欠けているためにクライエント
のことがわかりにくい，②カウンセラーとクライエント
の双方が，対面カウンセリングとは違うスキル，つまり
相手の文章を読むスキルや文字言語で表現するスキルを
必要とすることを考察している。
また，児童・生徒対象の教育相談所（センター）を各
自治体のホームページから検索すると，メール相談を受
け付けている機関が多い。ただし，メール相談の回答は
一般的な説明や情報提供に限られること，メールの返信
は１回に限られ詳しい相談を希望する場合は電話相談ま
たは来所相談を利用してほしいこと，返信には５～６日
程度要すること，情報セキュリティの関係で返信不能と
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なる場合があり必ず電話番号等を明記してほしいこと
等，メールはあくまでも相談への入り口で，継続を希望
する場合は電話相談や来所相談を勧めている場合が多
い。（東京都教育相談センター，東京都渋谷区ホームペー
ジ等参照）。加えて，学生相談では，例えば立教大学学
生相談室は，電話，メール，ビデオ通話等様々な方法に
よる相談を受け付けている。また，筆者が所属する学生
相談室でも，従前よりメールは相談受付用として活用し
ていたが，このコロナ禍によって対面相談を補完するも
のとしてメールカウンセリングを実施するよう変更し
た。この他、複数の大学等の学生相談室のホームページ
を見ると，メールによる受付フォームを設定し，単発の
質問には答えるが，継続相談の場合は対面相談を勧める
仕組みになっている場合が多い。
谷田ら（前掲）は，メールを用いたオンラインカウン
セリングについて，海外の先行研究を量的調査，質的調
査に分けて検討し，メールカウンセリングにおいてもカ
ウンセラーとクライエント間の関係性や信頼を築くこと
はできるが，お互いの顔や表情が見えないことから face
to face カウンセリングとは質やインパクトの点では異
なることを示唆している。さらに，「メールカウンセリ
ングには，匿名性，簡便さという利点がある一方，非言
語的手がかり（表情，声のトーン，たたずまい，他）が
欠如しているために言葉の意味を誤って解釈することも
起こり得ること，時間的ずれがあること，書くという行
為は内省を深め，自分の考えが整理する点が強みとして
挙げられる」としている。その上で，カウンセラーがク
ライエントのニーズにいかに敏感であるか，そしてクラ
イエントをエンパワーする視点が求められるとし，倫理
的課題としては扱っているメールが外部に漏れることが
ないよう，可能な限りの対策を講じる必要性について指
摘している。また，石村ら（２０１０）は，「オンラインカ
ウンセリングが選択肢の一つとして捉えられ普及しつつ
ある背景には，現代人がオンラインシステムに年齢を問
わず慣れ親しむようなったことがあげられる」ことと，
「インターネットの社会化は、人々がオンライン利用や
オンラインを通じたコミュニケーションに対する精神的
な壁を取り除く社会基盤をつくっただけでなく，今後オ
ンラインカウンセリングの発展を促す可能性がある」と
した上で，以下の点を指摘している。メール相談は，時
間の制約がない，便宜性，匿名性といった３つの利点を
活かして，海外赴任者へのメンタルヘルス改善等にも大
いに活用できる。さらに後藤ら（２０１０）は，「使いやす
さ」，「文章表現」，「（使用前の）イメージ」の向上が，
利用者の満足度と強い関係があることを報告している。
先のGIGAスクール構想が実現すれば，今後は教材
配信等だけでなく，メンタル面の支援や児童・生徒との

相談活動にも使用できる可能性が広がる。メールカウン
セリングの強みとセキュリティの確保を見極めながら，
その利点を活かした活用は今後さらに期待できる。

２ チャットやソーシャルメディアによるカウンセリング
総務省（２０２０）によると，主なソーシャルメディア系

サービス/アプリの利用率は，「LINE」が最も高く８６．９％。
「Twitter」３８．７％，「Instagram」３７．８％，「Facebook」
３２．７％と続く。松田・岡本（前掲）は，「チャットは，
インターネットを通じてリアルタイムに文字の会話を行
なうシステムで，１対１で行なう場合や，同時に多人数
が参加して行う場合がある。リアルタイムで進行するた
め，多人数では発言が間に合わずに，他人の発言に返答
したくても相手の発言が画面から消えてしまう事もあ
り，タイピングが早い人と遅い人で，発言数に大きな差
が出ることがある」と指摘する。LINE相談とは SNS
（Social Networking Service）アプリケーションの一種
である LINEを使用して行われる心理相談である。清
水・織田（２０１９）によれば，２０１７年９月に長野県と LINE
株式会社が連携協定を締結して同県の中高生向けに
LINE相談専用アカウントを開設したことがきっかけで
始まった新しい相談方式といえる。杉原・宮田（２０１８）
は，「LINE相談のメリットは特に若い世代には電話や
メールよりもアクセスが容易で，そのアクセシビリティ
の高さから，それまでどこにも相談できなかった人にと
ても相談しやすい点が考えられる。メリットとして相談
の敷居の低さがある反面，デメリットとしては，動機づ
けの低い相談や冷やかし等が増える可能性が指摘され
た。また，メール相談同様に非言語情報が得にくいこと
や一定以上の言語能力を要するといったデメリットが考
えられる」としている。その上で大学生２８８人を対象に
調査を行い，LINE相談への期待として，男性は問題解
決志向が最も強く，女性は問題解決志向が強いと同時に
受容期待が高い，という結果を得たことを報告している。
さらに，厚生労働省では，座間市における事件（※）
の再発防止策の一環として，若者が日常的なコミュニ
ケーション手段として利用する SNSを通じて相談・支
援を受けられるよう，広く若者一般を主な対象とする
SNSを活用した相談事業を２０１８年３月の自殺対策強化
月間に合わせて集中的に実施した。その実施方法は，民
間の１３団体が，SNS（LINE，Twitter，チャット）によ
る相談を実施するという形であり，この間の相談延べ件
数は１０，１２９件で，友だち登録数は６９，５４９人であった。そ
の中で，１０代-２０代の女性のみを対象とした１団体を含
めて集計したところ，男女比では女性が６，８７３件で全体
の８７．９％を占めており，全ての年齢階級においても女性
の占める割合が高く，男性の占める割合は年齢階級が高
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いほど高いという結果を得た。仕事の有無別では，「学
生」が２，３９４件で全体の４０．６％，次いで「仕事有」（２，０１９
件，３４．３％），「仕事無」（１，４７７件，２５．１％）であった。
１回当たりの相談所要時間については，３０-６０分が２，９１２
件（３２．１％），６０-９０分 が２，２２２件（２４．５％），９０-１２０分
が１，１７７件（１３．０％），１０-３０分が９８４件（１０．９％）であり、
相談内容は，家族，健康，経済・生活，勤務，男女，学
校，メンタル不調，自殺念慮，その他であった。当事業
は若者一般が対象であったために利用者の年齢に偏りが
あるのは当然と思われるが，LINE相談に多くの需要が
あることが示されたといえよう。
加えて，「自殺対策における SNS相談事業（チャット・
スマホアプリ等を活用した文字による相談事業）ガイド
ライン」（平成３０年度厚生労働省補助事業）は，チャッ
ト等による相談の強みと弱みとして次の点を挙げてい
る。強みは，（１）コミュニケーションが苦手でも安心し
て相談しやすい，（２）様々な専門性を持つ相談員間での
チームプレーにより対応できる，（３）過去の相談履歴を
参照できる。弱みは，（１）漠然としたやりとりとなり，
認識がずれるおそれ，（２）人の存在感を薄れさせる，（３）
SNS相談による限界も知る、である。即ち，相談者に
とって SNS は自分の存在を匿名化できるため安心して
相談しやすいツールであり，とりわけコミュニケーショ
ンが苦手な人にとっては，電話や面談よりも本音を語り
やすい媒体といえる。これまで何らかの事情で相談支援
につながりにくかった人たちにとって比較的使いやすい
ツールとなり得る。また，相談員側は複数体制を構築し
ておけば，自分が詳しくない分野の対応が必要なときや，
言葉づかいやニュアンスの受け取り方及び反応に迷うよ
うなときは，自分だけで無理に対応しようとせず，スー
パーヴァイザーや相談員同士で相談者の見立てや支援方
針を意見交換しながら対応することができる。また，相
談履歴が残るので，相談員が変わっても同じことを聴か
ずに済むという利点がある。弱みとしては，書き込みが，
「つらい」、「死にたい」で終始し，「なにもかもやだ」、
「だれもわかってくれない」等、具体的に語らず質問し
ても答えてくれないなどの漠然としたやりとりに終始し
てしまうこともある点や，また，文字だけのやりとりと
なるため，相手の状況を把握するのに時間がかかる点が
挙げられている。したがって，緊急性がある場合には，
電話相談や対面相談へ切り替える必要もある。
この他，２０１８年４月１日-１２月３１日の間に実施された，
文部科学省「SNS等を活用した相談体制の構築事業」
では，都道府県１９，指定都市８，市町村３の合計３０自治
体で，１１，０３９件の相談が寄せられた。相談受付日数は，
双方向相談平均約６６日，一方向相談平均約１７０日であっ
た。実施時期は８月下旬-９月上旬，１２月下旬-１月上旬

等，児童・生徒の利便性を考慮し長期休業期間明けを挟
む期間を設定している自治体が多い。相談内容は，友人
関係の悩み（２，４１８件）が最も多く，学業・進路の悩み
（１，０８６件），いじめ問題（１，０６６件）と心身の健康・保
健（９０９件），教職員との関係（６０１件）と続く。SNSで
相談を受けた後は，１２０件が電話や対面相談に移行し，２１
件が支援機関に繋がっており，心理的ハードルが低い
SNSでの相談から，適切な相談機関へとつなぐ役割も
担っていることが伺える。この事業における SNS等と
は，「最近の若年層の多くが日常的にスマートフォン等
を活用していることを踏まえ，通常スマートフォン等を
用いて利用する SNSに加えて簡易な相談・通報を可能
とするアプリ等を含めたものとする」としている。これ
を機に，LINE相談を常設した自治体もある。
以上のように，この SNS相談の利用者は益々その裾
野が広がることが予想されると同時に，緊密な相談への
入り口としても大いに期待ができる。
※２０１７年１０月に発覚した神奈川県座間市で９名の方々が
亡くなられた事件は，犯罪史に残る極めて残忍で凶悪な
事件であり，加害者が，若者が日常的に利用する SNS
を利用し，自殺願望を投稿するなどした被害者の心の叫
びに付け込んで言葉巧みに誘い出し殺害したという極め
て卑劣な手口によるものとみられる。（「座間市における
事件の再発防止に関する関係閣僚会議」より）

３ テレビ・Web会議ツールによるカウンセリング
これは、音声や動画でリアルタイムに会話するシステ
ムである。携帯電話等で使用されるテレビ電話等と変わ
らないシステムといえる。Zoomや Google Meet 等に代
表されるビデオ通話形式は，相手の姿がそのまま映るも
のもあれば背景が加工されているものもある。さらには，
相手の容姿そのものが加工されたアバター形式のビデオ
通話形式もある。映像が消されていれば，それは単なる
音声通話形式となる。このようなツールを使って，１対
１あるいは複数での会議や会話，相談が空間を超えてリ
アルタイムで成立する。中川・杉原（２０１９）は，大学が
外部業者へ業務委託をして行ったオンラインカウンセリ
ング、チャット相談，ダイアリ，ワーク配信の２年間
（２０１７・２０１８年度）の取り組みついて報告している。利
用学生がこれらのオンラインカウンセリングを選択した
理由は，「学内の相談機関の開室時間に合わないから」
が最も多く，「カウンセリングルームや相談室の予約が
取れないから」と合わせると４０％を占めた。次に多い理
由としては，「人と直接対面して話すのは苦手だから」，
「あまり家から出たくない」，「大学外部のカウンセラー
に相談したかったから」が上位を占めた。また，オンラ
イン手段への親和性については，LINEが最も多く約
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７０％，次いでTwitter，Facebook，Instagramの順であっ
た。ビデオ通話を日常生活でどれ位の頻度で使うのかと
いう問いで最も多かった回答は，「利用しない」であり，
オンラインの普及とは言え，対面度が高くなるビデオ通
話は，まだ日常的なものとは言い難いと報告している。
心理オフィスK（２０２０公開）は，オンラインカウンセ

リングのメリットとデメリットについて次の点を挙げて
いる。メリットは，時間や場所を選ばない，スケジュー
ルの調整がしやすい，来所する時間や交通費を節約でき
る，地方や僻地，海外の人でも利用できる，移動が困難
な身体障害者の方でも利用しやすい，外出ができない対
人恐怖やパニック障害等の人にとっては利用しやすい。
デメリットとしては，タイムラグが発生する，緊急の時
に対応ができない，セキュリティの問題がある，機器の
不具合が発生しやすい，媒体によっては設定や準備が難
しい，コミュニケーションの情報量が制限される，距離
を遠く感じるため親近感を持ちにくい，オンラインカウ
ンセリングに依存的になってしまう，インターネットに
不慣れな人にとっては使いづらい，情報量が限られるの
でカウンセラーにとって見立てがしづらい。セキュリ
ティ面はアプリケーション自体の機能改善も求められ
る。しかしながら，移動にかかる時間を節約してスケ
ジュール管理ができるという面では利便性が高く，様々
な事情で外出困難な生徒や学生とつながる機会としても
可能性が大いに広がる。
筆者らは，２０２０年８月に各県でスクールカウンセラー

（以下，SCとする）の世話役を務めるコーディネーター
対象にWeb調査を実施し，緊急事態宣言下の休校中に
おけるオンラインカウンリングの実施状況について調べ
たところ，全国４７都道府県中５県より「実施した」との
回答を得た。その内容は，学校長許可の元であれば実施
可との通達が教育委員会からあり自治体からカウンセリ
ング専用のアカウントが与えられ学校所有のタブレット
を利用し Zoomで行った/私立学校では Skype を利用し
て対応した。受信にはそれなりの設備と環境が必要で
あった/オンライン相談は電話が中心で，一部で LINE
を使ったチャットの相談が行われていた。Zoom等を用
いたTV相談はごく一部の市で実施された，SCが学校
のGoogle Meet 等のオンラインシステムを使用し希望
する生徒にカウンセリングを実施した/ホームルームで
Zoomを使用し不登校生徒が反応し SCにつながった、
等であった。また，筆者が所属する学生相談室でもオン
ライン相談を一部受け付けているが，次の点が懸念材料
となっている。オンラインカウンセリングはインター
ネット回線のつながり具合に強く影響を受け，音声トラ
ブル等が発生した場合は電話相談等に切り替える必要が
ある。そのため相談の枠組みが緩くなりやすく，クライ

エント（学生）が柔軟性を持ち合わせている必要がある。
さらに、学生の生活空間での会話になるため，相談終了
後の切り替えについても配慮を要する。加えて、画面越
しとは言え対面になるため，緊張の高い学生に向くかど
うかは不明である。相談環境としては，出先や自宅等自
由な場所で会話が可能であるため，クライエントが静穏
な環境をいかに確保して相談に集中できるかが にな
る。
下山（２０２０）は，「オンライン相談は対面相談の代替
ではない。さらに言えば，対面相談の一形態でも，対面
相談の変化したものでもない。新しい次元の相談形態と
みることが正しい」と指摘する。その理由として，相談
の枠組みの違いを指摘する。「通常の対面相談は，クラ
イエントが心理職の所属する機関に来て，面接室等で対
面で交流する構造となっており，クライエントはまさに
『来談者』である。しかし，オンライン相談は，心理職
とクライエントがともにインターネットにアクセスし，
オンライン上でコミュニケーションを交わす。相談の枠
組みを自由に（よくいえば柔軟に）設定できることが，
対面相談とは根本的に異なるオンライン相談独自の特徴
である。このような“柔軟性”は，“容易さ”になり，
さらにそれが“安易さ”につながる危険性が大いにある。
それに対しては，専門的観点から倫理的な問題への対処
や質的保証のための規則制定が緊急の課題となってい
る」と示唆している。

Ⅲ 今後の課題

現代は，対面での会話から，遠く離れても音声で会話
ができる電話へ，そして，インターネット回線により文
字で交流する掲示板やメールへ時代は動き，さらにス
マートフォンが普及していつでもどこでも通話やメッ
セージのやり取りが可能になった。SNSやチャットで
は，テキスト，写真，動画等で知人や旧友の現状を知る
こともできる。このコロナ禍によって，ビデオ通話等の
ツールは、急速に社会に浸透し瞬く間に人々の生活の一
部となったともいえる。事務所を縮小し全面的に在宅勤
務に切り替えたという企業もある。
心理支援サービスとしてのカウンセリングは，従来対
面の形で行われてきたが，書簡の交換や電話相談，メー
ル相談，LINE 相談等，コミュニケーションツールの進
展や変化に伴いそのバリエーションも広がりをみせてい
る。オンラインによる相談は，匿名性が大きな特徴とし
て挙げられ，それ故のメリットもデメリットも多い。ま
た，オンラインカウンセリングはその利便性の高さから，
今後活用範囲の拡大が大いに期待できる。例えば，多忙
な保護者が、教員やスクールカウンセラーと面談をする
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場合に，移動時間の節約ができる点は非常に利便性が高
い。しかしながら，下山（前掲）が指摘するように，オ
ンライン相談の容易さが「安易さ」にならないよう心掛
けることが非常に重要である。保護者がわが子のために
時間を作り，移動に時間をかけてカウンセラーのいる学
校や機関へ脚を運び，学校や相談室の雰囲気を肌で感じ
ること自体にも重要な心理的意味合いがある。それ故に，
教育相談（１８歳以下）の場では，カウンセラーとクライ
エント双方の技術的な問題や倫理的問題も相俟って，オ
ンラインカウンセリングの導入はまだこれからの発展途
上にある。しかしながら，このコロナ禍によって必要に
迫られて多くの人々がそれぞれの場所で ITスキルを身
に付け，参集できない代わりにWeb会議システムで会
合を開き，合意形成をして様々なことが進められること
を体験した。教育界にあっては，ICT教育の利点や難
しさを感受しながらも、さらなる国の施策としても進展
が求められている。
以上、複数の視点から論じてきたように、そのアクセ
シビリティの高さを活かした遠隔心理支援（テレサイコ
ロジー）の需要は、今後ますます注目され広がっていく
ものと思われる。それ故に，オンラインカウンセリング
のあり方を多面的に検討し，まずはカウンセラーとクラ
イエントとの間でのルール作り（メディアリテラシーの
基本，静穏で適切な場所の確保，適切な面接時間帯と時
間，無断録画禁止，等）を早急に整えると同時に，オン
ラインカウンセリング特有のコミュニケーション技能や
心理支援技能とは何か，必要な教育訓練とは何かを検討
することが喫緊の課題である。

【文献】
福島裕人（２０１２）．メールカウンセリングの現状と可能性．
東海学院大学紀要，第６号，２９３-２９８．

後藤隆彰・加藤千恵子・土田賢省（２０１０）．オンラインカウ
ンセリングシステムにおけるGUI．可視化情報，Vol．３０，
№１１７．２-７．
石村 光資郎，田中 暢子，加藤 千恵子，土田 賢省・後藤 武秀
（２０１０）．オンラインカウンセリングによる海外赴任者の
メンタルヘルスの改善に関する考察．東洋大学工業技術研
究所報告，第３２号，７２-７５．
小坂守孝（２００２）．電子メールによる相談活動の時代変遷．
武藤清栄・渋谷英雄編．現代のエスプリ，メールカウンセ
リング，４１８，５８-６６．

厚生労働省（２０１８）．自殺対策における SNS相談事業（チャッ
ト・スマホアプリ等を活用した文字による相談事業）ガイ
ドライン． https : //www.mhlw.go.jp/content/12200000/
000494485.pdf （２０２０年１０月１５日閲覧）

松田英子・岡本悠（２００８）．教育相談におけるオンラインカ

ウンセリングの利用可能性に関する展望．メディア教育研
究，第５巻，１１１-１２０，

文部科学省初等中等教育局児童・生徒課（２０２０）．児童・生
徒の心のケアや環境の改善に向けたスクールカウンセラー
及びスクールソーシャルワーカーによる支援の促進等につ
いて．事務連絡令和２年５月１４日．

文部科学省（２０２０）．GIGAスクール構想への実現へ．
https : //www.mext.go.jp/content/20200625-mxt_syoto01-
000003278_1.pdf（２０２０年１１月１日閲覧）
文部科学省（２０１９）． SNS等を活用した相談体制の構築事業
に係る自治体の取組状況（概要）平成３１年３月２５日．
https : //www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shotou
/141/shiryo/__icsFiles/afieldfile/2019/05/16/1416587_004.
pdf（２０２０年１１月１日閲覧）
文部科学省（２０２０）．新型コロナウイルス感染症対策のため
の学校の臨時休業に関連した
公立学校における学習指導等の取組状況について．
https : //www.mext.go.jp/content/20200421-mxt_kouhou
01-000006590_1.pdf（２０２０年１０月１５日閲覧）
内閣官房副長官補本室（２０１８）．座間市における事件の再発防
止に関する関係閣僚会議．https : //www.kantei.go.jp/jp/
singi/zamashi_jiken/（２０２０年１１月１日閲覧）
中川純子（２００２）．学生相談における電子メール窓口の現状
と課題．京都大学カウンセリングセンター紀要，第３号，５３-
６４．
中川純子・杉原保史（２０１９）．学生相談におけるオンライン
カウンセリングの可能性―ビデオ電話・音声通話・テキス
トによる心理相談の試験的導入―．京都大学学生総合支援
センター紀要，第４８号，１９-３２．

清水緋夏子・織田信男（２０１９）．メールと LINEによる心理
相談の印象研究：一括送信形式と対話形式の比較を中心
に．現代行動科学学会誌第３５号，１１-２１．

下山晴彦（２０２０）．６-１，オンライン心理相談とは何か．６-２．
インタビュー「オンライン心理相談の経験を聴く」．臨床
心理マガジン iNEXT（２０２０年６月１１日）URL note.com/
inext
心理オフィスKホームページ．オンラインカウンセリング．
https : //s-office-k.com/technique/online（２０２０年１１月１日
閲覧）
総務省情報通信統計データベース
https : //www.soumu.go.jp/johotsusintokei/field/tsuushin
08.html（２０２０年１１月１日閲覧）

総務省情報通信政策研究所（２０２０）．令和元年度 情報通信メ
ディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書＜概要＞
（令和２年９月）
田村毅（２００２）．ナラティブ・セラピー（社会構成主義）と
してのメールカウンセリング．武藤清栄・渋谷英雄編．現
代のエスプリ「メールカウンセリング」，４１８，７５-８３．至
文堂

こども教育宝仙大学 紀要 12 （2021 年 3 月発行）
BULLETIN OF HOSEN COLLEGE OF CHILDHOOD EDUCATION Vol．12（Mar．2021）

58



徳田完二（１９９８）．テレビ電話を用いた学生相談の有用性と
限界．心理臨床学研究，１６（４），３３７-３８８．

徳田完二（２０１１）．メールカウンセリングに関する試論―「い
ま・ここで」型アプローチから宿題型アプローチへ―．立
命館大学人間科学研究，第２４号，７３-８２．

谷田征子・岩藤裕美・青木希久代（２０１３）．オンラインカウ
ンセリングの可能性．お茶の水女子大学心理臨床相談セン
ター紀要，第１５号，１-１１．

オンラインカウンセリングの現状と課題

59





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


